
 

 

 

   令和３年１２月１０日（金）通算第１３４２回１２月第２例会 

マリエール太田（通常例会場） 

３０代会長大谷克己会長挨拶    

12 月第 2 例会 

皆さん、こんにちは！本日は 12 月第 2 

例会に多数の会員の皆さまにご出席頂 

きまして誠にありがとうございます。 

新型コロナウイルスのお話を少し。 

2 年前の 12 月 8 日が中国武漢市で後に新型コロナウイルス感染症とされた肺炎発

症例を確認したとする日だとニュースで聞いております。その後 12 月末には武漢の海

鮮市場での集団感染が発生し、その当時日本では他人事のようなニュースだったと思

います。ところがあっという間に世界中に拡大してしまい 2 年が経ちました。甘く考えて

いたので日本は後手を踏んでしまいました。備えあれば憂いなしという言葉があるのに

してこなかった。単なる風邪だと。その結果拡大を招いてしまいました。でも、日本は消

毒、マスク、三密を避ける、ひとり一人が気をつけることに感染者が減少したと思われま

す。しかし、オミクロン株という新しい変異株が発生しました。皆さんも一層気をつけて

年末年始を迎えて下さい。 

さて、本日の例会ですが今後の中央ロータリークラブの運動と活動の方向性につい

て皆さまと一緒に考えてみたいと思います。中長期計画としロータリアンの革新は起き

るのか？話し合ってみたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

 

 



ZOOM 
今回も ZOOMで出席しています。 

クラブ広報委員長 新野 幸子 さん 

 

                    

 

 

 

 

                新野さんは今日も元気に ZOOM越しで出席です。 

                写真は切れてません。 

 

R 財団・ポリオ・米山寄付者報告 
  ※ロータリー財団員会 副委員長 武井智明。今週も委員長が欠席続きで出番が多いです。 

 

                      

 

 

 

                                      

 

 

 

               間違い探し、わかるかな？Ⅰ 

 

クラブ管理運営委員会委員長 小暮正人。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出席報告       間違い探し、わかるかな？Ⅱ 

    ニコニコ 

 

 

 

 

 

 



クラブアッセンブリー 

 「中長期計画」これからの太田中央 RC 

                コーディネーター 松本徹 

 ３０周年を迎える年、中央 RC も新しい 
一歩を踏み出す時が来たと思います。 

それでは、その一歩はどの方向に向かって踏み出す 
べきなのかを、中長期の展望を踏まえながら、パネ 
ルディスカッション方式で、皆さんと考えていきた 
いと思います。 
 
踏み出す方向によっては、崖から転げ落ちるのか、 
あるいは、クラブの活性化や会員の資質向上につ 
ながり魅力あるクラブへと革新するのかその分岐点に今いると思います。そんな視点からパネ

ラーの皆様からご意見をいただきたいと思います。 
 
尚、コーディネイターは設営の都合上、幹事が務めさせていただきます。 
よろしくお願いいたします。 
それでは、パネラーの皆様をご紹介いたします。 
会長   大谷 克己  さん  入会１９年目 
エレクト 小板橋 勉  さん  入会 ７年目 異例の出世です。 
副会長  榮井 孝広  さん 入会 １２年目 
以上（いつもの顔ぶれですが）中央 RC を担う３名の方々です。 
よろしくお願いいたします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 



今後のクラブを占う羅針盤を、３つほど用意いたしました。 
 発表は２分程度でお願いいたします。 
第一 事業についてです。 
 創立から今日まで様々な事業をしてきました。記念誌を拝見するとその時々の時流に合った

事業をしているのかなと思いますが、昨今、コロナ禍で事業中止はありますが、以前事業に参加

されてきて、ご感想というか、このままでいいのかとか。ご意見をいただきたいと思います。そ

して、魅力ある事業というのはどんな事業のことなのか お考えがありましたら教えてくださ

い。 
① 大谷会長   ②榮井    ③小板橋 

一本に事業より 柱を増やしていくほうがいいのではないでしょうか。 
 
第二 会員資質を向上させるにはどうすればいいでしょうか 
 これも記念誌を見ると様々な事業を行ってますが 
① 大谷会長   ②榮井    ③小板橋 

システマチックにプログラムを実施すること と レクチャーできる資質を役員がトレーニン

グしなければいけない。（自助努力） 
誰かがやってくれるのを待つのではなく、自分たちでロータリーのすばらしさを語れるように

ならないといけないと思います。 
 
第三 群馬で一番若いメンバー構成と言われた中央クラブもいつの間にか中堅どころの 会員

の平均年齢５９歳となってしまいました。 
時がたてば、当然そういうことになるわけですが、ここ４年新入会員がいないクラブとしては、

会員の拡大路線を踏襲するのか少数精鋭で行けるところまで行くのか どうしますか。 
① 少数精鋭  ②拡大（事業予算の充実） ③中庸（多くも少なくもなくバランスが大切） 
年間クラブ独自の対外的事業を増やしていくとしても、③の考え方で６０名前後のクラブ規

模に落ち着くのがいいでしょうか。 
 
 

ありがとうございました。 
以上で 
 
 

◇例会場 マリエール太田 太田市西矢島町６０１  

℡ ０２７６－４５－３１１１  

◇例会日 金曜日 １２：００～  

◇事務局 〒３７３－０８５３  

太田市浜町３－６ 太田商工会議所会館４階１２号室  

     

   

会  長 大谷 克己 

幹  事 松本 徹 

クラブ広報委員会 

委 員 長 新野 幸子 

副委員長 北澤 恵美子 

 

 
 


